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一

解
説―

「
小
橋
勝
之
助
日
誌
」（
四
）―

「
天
路
歴
程
」
を
め
ぐ
っ
て     

は
じ
め
に

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
「
小
橋
勝
之
助
日
誌
」
は
大
阪
市
淀
川
区
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
博
愛
社
所
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
博
愛
社
の
創
設
者
小
橋
勝
之
助

（
一
八
六
三
〜
一
八
九
三
）
は
兵
庫
県
赤
穂
の
出
身
で
神
戸
で
医
学
を
学
ん
だ
後
、

東
京
に
行
き
、
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
で
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
Ｃ
・
Ｍ
か
ら
洗
礼
を

受
け
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
該
日
誌
は
表
紙
に
「
天
路
歴
程
」
と
墨
筆
で

記
さ
れ
て
お
り
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
二
月
二
一
日
か
ら
同
年
一
二
月

三
〇
日
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
は
縦
二
〇
セ
ン
チ
、
横
一
六
セ
ン
チ
で

和
綴
八
六
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
誌
「
天
路
歴
程
」
に
つ
い
て
は
、
さ

き
に
「
小
橋
勝
之
助
日
誌
（
二
）―

『
天
路
歴
程
』」（『
関
西
学
院
大
学
社
会
学

部
紀
要
』
第
一
〇
五
号
）、「
小
橋
勝
之
助
日
誌
（
三
）―

『
天
路
歴
程
』」（『H

um
an 

W
elfare

』
第
一
巻
第
一
号
）
と
し
て
、
二
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
た
。
今

回
は
前
回
の
続
き
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
橋
勝
之
助
や
こ
の
日
誌
の
背

景
等
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
看
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
北
海
道
へ
の
旅

  

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
日
誌
は
一
八
九
二
年
七
月
一
六
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま

で
の
約
二
ヶ
月
間
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
前
稿
に
お
い
て
途
中
ま
で
し
か
紹
介

出
来
な
か
っ
た
小
橋
の
北
海
道
視
察
旅
行
の
全
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
し
あ
た

り
、
こ
こ
で
北
海
道
視
察
旅
行
の
全
行
程
を
再
度
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

小
橋
は
一
八
九
二
年
六
月
三
日
、
当
時
、
連
携
関
係
に
あ
っ
た
岡
山
孤
児
院
の

石
井
十
次
と
面
談
し
、
翌
四
日
、
神
戸
に
向
か
い
北
海
道
に
向
け
て
出
立
の
途
に

就
く
こ
と
に
な
る
。
神
戸
か
ら
大
阪
へ
行
き
、
一
一
日
に
京
都
に
着
す
。
そ
し
て

一
五
日
に
大
垣
、
そ
の
後
名
古
屋
へ
行
き
、
震
災
孤
児
院
を
訪
問
し
、
二
二
日
に

東
京
に
着
し
て
い
る
。
東
京
で
は
多
く
の
キ
リ
ス
ト
者
や
社
会
事
業
家
に
会
っ
て

い
る
こ
と
は
、
前
稿
と
今
回
の
翻
刻
箇
所
か
ら
理
解
で
き
よ
う
。

　

東
京
に
約
一
ヶ
月
滞
在
し
、
七
月
二
五
日
に
上
野
駅
か
ら
仙
台
に
向
け
て
出
発

す
る
。
そ
の
夜
に
仙
台
に
到
着
し
、
直
ち
に
仙
台
孤
児
院
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ

し
て
二
八
日
に
仙
台
を
立
ち
、
青
森
を
経
て
二
九
日
に
函
館
に
到
着
す
る
。
二
日

後
の
三
一
日
、
船
に
て
室
蘭
に
着
し
、
林
竹
太
郎
の
経
営
す
る
北
海
孤
児
院
に
寄

寓
す
る
。
そ
の
後
、
小
橋
は
林
宅
を
拠
点
に
し
て
、
札
幌
や
岩
見
沢
付
近
を
旅
し
、

多
く
の
人
に
出
会
う
の
で
あ
る
。
こ
の
北
海
道
で
の
生
活
が
約
一
ヶ
月
間
続
き
、

九
月
六
日
に
林
ら
に
別
れ
を
告
げ
帰
路
に
就
く
。
翌
日
函
館
に
着
し
、
九
日
に
東

京
に
戻
り
、
東
京
に
て
再
び
多
く
の
人
に
会
い
、
一
五
日
に
東
京
を
経
ち
、
名
古
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二

屋
に
寄
り
、
九
月
一
七
日
に
博
愛
社
に
帰
り
、
こ
の
旅
は
終
わ
る
。
し
か
し
病
気

を
押
し
て
の
長
期
旅
行
の
疲
労
も
重
な
り
、
彼
は
翌
年
の
三
月
、
三
〇
歳
の
若
さ

で
天
に
召
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
病
身
で
あ
り
な
が
ら
命
を
賭
し
た
旅
の
内
実
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
視
察
旅
行
は
き
わ
め
て

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
へ
の
詳
細
な
考
察

は
後
稿
に
譲
る
と
し
て
、
今
回
（
前
稿
も
含
め
）
紹
介
す
る
日
記
の
内
容
に
つ
い

て
若
干
見
て
お
き
た
い
。

二
、
日
記
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て

  

第
一
と
し
て
こ
の
旅
に
お
い
て
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
、
仙
台
、
と
り
わ
け

東
京
と
北
海
道
に
お
い
て
約
一
ヶ
月
と
い
う
長
期
の
滞
在
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
間
、
社
会
事
業
施
設
、
学
校
や
キ
リ
ス
ト
教
会
視
察
、
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
者
や
慈
善
事
業
家
ら
多
く
の
人
と
出
会
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
東
京
で
の
長
期
滞
在
は
、
北
海
道
視
察
が
第
一
義
の
目
的
と
は
い
え
、

以
前
に
青
春
時
代
を
過
ご
し
、
そ
の
旧
交
を
温
め
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
当
時

の
有
力
な
人
物
と
の
接
触
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
東
京
に
於

い
て
往
路
と
復
路
に
お
い
て
そ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
女
学
校
や
明
治

学
院
、
立
教
女
学
校
等
の
学
校
関
係
、
そ
し
て
番
町
教
会
と
い
っ
た
東
京
の
キ
リ

ス
ト
教
会
へ
の
訪
問
等
が
あ
る
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
者
の
植
村
正
久
、
井
深
梶
之
助
、

横
井
時
雄
、
田
村
直
臣
、
原
田
助
ら
と
い
っ
た
人
物
と
面
談
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
女
学
雑
誌
関
係
に
お
い
て
は
巌
本
善
治
、
川
合
信
水
、
暁
星
園

の
本
郷
定
次
郎
、
孤
女
学
院
の
大
須
賀
亮
一
ら
と
も
会
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
林

ウ
タ
（
歌
子
）
と
の
再
会
は
、
例
え
ば
七
月
二
十
一
日
の
段
に
「
夜
は
明
治
女
学

校
に
行
き
巌
本
善
治
兄
と
林
ウ
タ
愛
姉
と
三
人
に
て
孤
児
院
の
将
来
博
愛
社
の
将

来
に
付
き
談
話
せ
り
又
余
の
旅
費
に
付
き
巌
本
兄
に
話
せ
り
林
ウ
タ
愛
姉
の
決
心

も
主
の
御
恵
み
に
よ
り
て
益
々
堅
く
な
る
事
を
得
主
に
感
謝
せ
り
」
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
天
恩
へ
の
感
謝
の
思
い
を
認
め
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
林
は

教
師
職
を
擲
ち
八
月
末
に
博
愛
社
に
奉
職
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

北
海
道
で
は
最
重
要
課
題
は
北
海
孤
児
院
の
林
竹
太
郎
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
記
し
た
が
、
博
愛
社
と
の
合
併
や
後
述
す
る
よ
う
に

今
後
の
児
童
養
護
の
課
題
に
つ
い
て
日
々
、
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に

小
橋
の
訪
問
し
た
林
竹
太
郎
の
北
海
孤
児
院
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年

一
二
月
に
「
北
海
孤
児
院
設
立
趣
意
書
及
規
則
」（『
子
ど
も
の
人
権
問
題
資
料

集
成
』
第
二
巻
、
二
〇
〇
九
、四
五―

五
五
頁
）
を
出
し
、
江
湖
に
そ
の
趣
旨
を

披
瀝
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
第
一
条
に
「
基
督
一
致
教
会
ハ
北
海
道
ニ
於
テ

一
ノ
孤
児
院
ヲ
設
立
シ
本
邦
無
告
ノ
孤
児
ヲ
育
養
シ
北
海
孤
児
院
ト
称
ス
」
と
あ

り
、「
位
置
」
は
「
北
海
道
胆
振
国
虻
田
郡
虻
田
村
字
ニ
ナ
ル
カ
」
と
な
っ
て
い
る
。

広
大
な
土
地
を
払
い
下
げ
を
受
け
、
開
設
さ
れ
る
計
画
が
記
さ
れ
て
お
り
、
開
設

草
創
期
で
の
林
と
の
邂
逅
で
あ
り
、
議
論
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
北
海
道
に
お
い
て
は
時
を
同
じ
く
し
て
渡
道
し
て
い
た
海
老
名
弾

正
に
偶
然
出
会
っ
た
り
、
大
島
正
健
や
竹
内
種
太
郎
と
の
出
会
い
も
あ
っ
た
。
そ

し
て
幌
内
炭
山
を
視
察
し
大
島
正
健
宅
に
お
い
て
、
当
時
空
知
集
治
監
の
教
誨
師

で
あ
っ
た
留
岡
幸
助
に
も
出
会
っ
て
い
る
。
八
月
二
四
日
の
日
誌
に
は
留
岡
と
邂

逅
し
「
監
獄
の
事
と
出
獄
人
保
護
の
事
札
幌
教
会
創
立
の
事
等
を
聞
き
大
に
益
を

得
た
り
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
海
道
に
お
い
て
も
多
く
の
キ
リ
ス
ト
者
に
会

い
、
ま
た
北
海
道
に
つ
い
て
の
情
報
を
可
能
な
か
ぎ
り
得
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

第
二
と
し
て
、
こ
の
旅
か
ら
当
時
の
彼
の
博
愛
社
の
構
想
、
と
り
わ
け
彼
の
児

童
養
護
施
設
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
八
月

一
日
の
日
記
に
は
、
北
海
孤
児
院
主
任
林
竹
太
郎
と
以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
彼
の
児
童
養
護
に
関
す
る
考
え
方

を
知
る
貴
重
な
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
（
一
）
如
何
に
し
て
孤
児
に
実
業
を
授
け
社
会
に
出
す
可
き
乎
（
農
業
的
殖

95
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三

民
を
以
て
其
基
礎
を
定
む
る
事
）（
二
）
孤
児
院
事
業
と
社
会
改
良
伝
道
教

育
及
其
他
の
基
督
教
主
義
の
事
業
と
並
行
し
て
進
歩
す
べ
き
真
理
あ
る
事

（
三
）
農
業
教
育
は
孤
児
を
教
養
す
る
に
適
当
の
道
な
り
（
四
）
孤
児
院
の

独
立
問
題
（
孤
児
院
は
天
下
有
志
の
義
捐
金
に
由
て
維
持
を
す
べ
き
も
の
に

し
て
独
立
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
）（
五
）
孤
児
の
成
長
し
た
る
も
の
に
完

全
な
る
実
業
教
育
を
施
し
之
を
殖
民
し
て
独
立
せ
し
む
る
事
は
目
下
の
急
務

な
る
事
（
六
）
以
上
第
五
の
目
的
を
達
す
る
為
に
一
の
仲
間
を
組
織
せ
ざ
る

可
ら
ず
博
愛
社
之
が
任
に
当
る
可
し
（
七
）
孤
児
院
の
為
に
働
く
役
者
に
つ

き
て
の
処
置
（
八
）
孤
児
を
他
の
実
業
に
熱
心
な
る
ク
リ
ス
チ
ア
ン
青
年
の

人
と
共
に
混
淆
し
て
殖
民
す
る
事
（
九
）
全
国
孤
児
院
の
一
致
同
盟
又
孤
児

院
主
任
者
又
役
者
の
一
致
の
信
仰
（
十
）
日
本
百
年
の
大
計
画

　

そ
し
て
、
三
日
に
は 

「（
一
）
開
拓
事
業
と
孤
児
院
事
業
と
は
二
つ
な
る
事
二

兎
を
逐
ふ
も
の
は
一
頭
を
得
ず
（
二
）
北
海
道
尤
も
緊
要
の
地
に
本
部
を
置
く
事

（
三
）
樹
林
地
を
開
拓
す
る
事
は
未
だ
労
働
に
不
熟
練
な
る
年
長
孤
児
及
び
ク
リ

ス
チ
ア
ン
青
年
の
人
は
耐
へ
ざ
る
事
（
四
）
北
海
道
に
於
て
先
づ
少
く
と
も
十
年

の
間
静
か
に
基
礎
を
築
く
事
を
務
め
ざ
る
可
ら
す
等
の
問
題
に
就
き
研
究
せ
り
」

と
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
小
橋
の
北
海
道
移
住
に
対
す
る
期
待
と
と
も
に
時
期

尚
早
と
の
慎
重
な
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
博
愛
社
の
北
海
道

へ
の
移
住
、
そ
れ
が
北
海
孤
児
院
と
の
合
併
の
問
題
と
連
動
し
て
い
く
こ
と
の
可

否
を
問
う
と
い
っ
た
こ
の
旅
の
最
大
課
題
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
旅
は
既
刊
の
博
愛
社
関
係
の
著
に
は
「
漫
遊
の
所
感
」
と
し

て
「
こ
の
行
、
氏
は
幾
多
研
究
調
査
の
結
果
、
移
住
殖
民
を
企
る
に
は
、
信
仰
堅

固
、
実
業
経
済
の
道
に
練
達
し
た
る
不
屈
不
撓
の
労
働
者
な
き
と
き
は
、
徒
に
時

間
金
銭
物
品
を
空
費
し
其
成
績
覚
束
な
か
る
べ
し
。
さ
れ
ば
本
社
が
今
直
ち
に
北

海
道
へ
移
転
せ
ん
こ
と
は
、
策
の
得
た
る
も
の
に
非
ず
。
宜
し
く
却
つ
て
内
地
の

実
業
盛
な
る
大
阪
付
近
の
地
に
移
し
、
実
業
的
教
育
を
施
し
有
為
の
人
物
を
養
成

し
、
他
日
徐
ろ
に
移
住
拓
殖
の
こ
と
に
当
ら
し
む
る
べ
き
な
り
。
即
ち
博
愛
社
は

此
の
方
針
を
以
て
熱
心
に
そ
の
事
業
を
遂
行
す
べ
し
と
」（
小
橋
実
之
助
編
『
博

愛
社
』、
一
九
〇
二
、一
〇
頁
）
云
々
と
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
旅
が
勝
之
助
の
身

体
を
ま
す
ま
す
衰
弱
せ
し
め
、
ひ
い
て
は
博
愛
社
の
大
阪
移
転
と
い
う
方
針
を
決

定
せ
し
め
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
え
れ
ば
博
愛
社
に
と
っ
て
大
き

な
転
換
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
＊
１　

関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
教
授

＊
２　

関
西
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

＊
３　

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
非
常
勤
講
師

〔
凡
例
〕

・
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
固
有
名
詞
・
地
名
は
原
文
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・
史
料
上
の
句
読
点
は
、
原
本
の
日
誌
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・
判
読
不
能
な
文
字
は
、
□
で
示
し
た
。
ま
た
、
文
字
数
が
判
明
で
き
な
い
場
合
は
﹇　

﹈
で

示
し
た
。

・
原
本
中
で
、
文
字
に
疑
問
は
無
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
に
つ
い
て
は(

マ
マ)

を
附
し
、

疑
問
の
残
る
場
合
は(

カ)

を
附
し
て
傍
注
し
た
。

※
こ
の
研
究
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

19530538

研
究
課
題
「
大
阪
『
博
愛
社
』
の
総
合
的
研
究―

大
都
市
に
お
け
る
児
童
保
護

の
歴
史
的
検
証―

」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※
本
稿
の
解
説
は
室
田
、
解
読
は
室
田
、
鎌
谷
、
片
岡
が
お
こ
な
っ
た
。
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四

十
六
日
（
土
曜
日
）
今
日
は
腸
胃
調
は
ず
午
前
は
坂
本
泰
蔵
君
来
談
せ
ら
る
種
々

実
業
上
の
将
来
に
付
き
談
話
せ
り
同
君
も
北
海
移
住
の
志
し
あ
り
午
后
は
小

野
田
鎮
兄
来
談
せ
ら
る
同
氏
将
来
の
方
針
に
付
き
談
話
せ
り
又
同
氏
是
れ
迠

従
事
せ
ら
れ
し
商
業
界
の
経
験
を
話
さ
る
夜
は
早
く
よ
り
褥
に
就
く

十
七
日
（
日
曜
）
今
日
は
腸
胃
尚
調
は
ず
午
前
よ
り
午
后
へ
か
け
て
休
め
り
何
の

業
を
も
な
す
事
能
は
ざ
り
し
只
静
か
に
心
を
養
へ
り
午
后
は
志
津
鈴
木
の
両

氏
と
将
来
の
方
針
に
つ
き
談
話
し
又
川
合
信
水
君
と
信
仰
上
の
談
話
を
な
し

夜
は
呉
く
み
子
畔
柳
て
い
子
廣
瀬
つ
ね
子
の
三
姉
に
孤
児
教
育
及
信
仰
上
の

談
話
を
な
せ
り

十
八
日
（
月
曜
）
今
日
は
腸
胃
尚
調
は
ず
午
前
中
は
書
見
を
な
し
て
休
め
り
午
后

も
亦
同
様
に
徒
然
に
暮
ら
せ
り
夜
は
少
し
く
散
歩
せ
り
今
日
は
北
海
孤
児
院

林
竹
太
郎
氏
へ
の
書
翰
小
澤
き
く
愛
姉
へ
の
端
書
を
認
め
差
出
せ
り

十
九
日
（
火
曜
）
今
日
は
午
前
は
入
浴
し
且
つ
事
務
を
取
り
十
一
時
頃
よ
り
築
地

に
行
く
午
后
六
時
頃
迠
休
息
し
其
よ
り
帰
社
し
明
治
女
学
校
卒
業
式
祝
会
に

臨
み
し
大
に
愉
快
を
感
じ
た
り
き
今
日
は
名
古
屋
伊
藤
延
吉
氏
青
山
英
和
学

校
高
城
牛
五
郎
氏
王
子
村
大
須
賀
亮
一
兄
よ
り
書
翰
到
着
せ
り

二
十
日
（
水
曜
）
今
日
は
午
前
八
時
頃
起
褥
其
よ
り
準
備
を
な
し
十
時
頃
よ
り
築

地
小
沢
氏
の
宅
に
行
き
病
気
摂
養
午
后
は
林
ウ
タ
愛
姉
来
談
せ
ら
る
将
来
の

働
き
上
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
勤
労
は
即
ち
救
ひ
と
云
ふ
事
に
付
き
話
せ
り
同

情
同
感
を
表
せ
ら
る
夜
は
名
出
い
く
愛
姉
を
訪
ね
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
勤
労

は
即
ち
救
ひ
と
云
ふ
事
に
付
き
話
せ
り
又
名
出
い
く
愛
姉
に
余
が
農
事
を
働

く
風
を
画カ

く
事
を
托
せ
り

二
十
一
日
（
木
曜
日
）
午
前
六
時
頃
起
き
て
喫
飯
を
な
し
休
息
し
居
る
時
に
小
橋

礼
太
郎
氏
よ
り
の
書
翰
来
れ
り
之
に
由
て
岡
山
孤
児
院
の
模
様
概
略
を
知
る

を
得
た
り
又
藤
井
米
八
郎
氏
よ
り
の
端
書
到
着
せ
り　

今
日
の
国
民
新
聞
に

我
国
明
治
廿
四
年
十
二
月
文
部
省
専
門
学
務
局
の
調
査
に
よ
る
技
藝
学
校
数

次
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
立      　

   

私
立           

合
計

　
　

商
業
学
校　
　
　

一
三             

七             

二
〇

　
　

農
業
学
校　
　
　

一
三             

八             

二
一

　
　

工
業
学
校      　

一   　
　
　
　

 

四              

五

　
　

美
術
学
校　
　
　

一                

七              

八

　
　

手
藝
学
校      　

―
―

　

          

六              

六

　
　

唱
歌
学
校      　

―
―
             

四              

四

　
　

測
量
学
校      　

―
―
             

一　
　
　
　

  

一

　
　

航
海
学
校      　

―
―
             

一              

一

        

合
計　

     　

  

二
八            

三
八           

六
六

　
　

午
前
よ
り
午
后
へ
か
け
て
休
眠
せ
り
女
学
雑
誌
基
督
教
新
聞
を
読
み
て
益
を

得
た
り
夜
は
明
治
女
学
校
に
行
き
巌
本
善
治
兄
と
林
ウ
タ
愛
姉
と
三
人
に
て

孤
児
院
の
将
来
博
愛
社
の
将
来
に
付
き
談
話
せ
り
又
余
の
旅
費
に
付
き
巌
本

兄
に
話
せ
り
林
ウ
タ
愛
姉
の
決
心
も
主
の
御
恵
み
に
よ
り
て
益
々
堅
く
な
る

事
を
得
主
に
感
謝
せ
り
一
昨
日
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
小
澤
き
く
愛
姉
及
び

其
弟
妹
の
一
方
な
ら
ぬ
介
抱
を
受
け
て
身
体
大
に
恢
復
せ
り
深
く
主
に
感
謝

す

二
十
二
日
（
金
曜
日
）
今
日
午
前
は
身
体
何
と
な
く
疲
労
し
て
休
め
り
午
后
明
治

女
学
校
高
等
科
卒
業
生
竹
内
う
め
愛
姉
に
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
労
働
の
書
を
訳

読
し
て
貰
ひ
之
を
聴
け
り
実
に
感
ず
る
事
多
か
り
し
晩
に
及
ん
で
高
城
牛
五

郎
氏
竹
友
安
次
郎
氏
来
談
せ
ら
る
夜
は
又
竹
内
う
め
愛
姉
に
労
働
の
書
を
訳

読
し
て
貰
ひ
之
を
聴
け
り
今
日
は
腸
胃
殆
ん
ど
全
快
せ
り

二
十
三
日
（
土
曜
日
）
午
前
は
準
備
を
な
し
人
力
車
を
雇
ひ
有
志
者
を
訪
問
し
午

后
六
時
半
帰
社
せ
り
今
日
は
多
田
素
君
松
村
介
石
君
浦
本
弘
君
、
杉
山
重
義

君
、
近
藤
東
之
助
君
（
旧
感
化
院
係
員
当
時
活
版
）
橘
幸
子
姉
高
阪
昌
寿
氏

三
浦
泰
蔵
氏
を
訪
ね
し
夜
は
築
地
に
行
き
小
澤
氏
一
家
族
に
別
を
告
げ
名
出

い
く
姉
同
保
太
郎
君
に
別
を
告
げ
帰
社
其
よ
り
女
学
雑
誌
社
一
同
と
親
和
会
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五

を
開
け
り
午
后
十
一
時
よ
り
午
前
二
時
頃
迠
藤
井
兄
と
談
話
せ
り

二
十
四
日
（
日
曜
） 

午
前
八
時
頃
迠
就
褥
林
ウ
タ
愛
姉
来
訪
さ
れ
博
愛
社
に
関
す

る
事
務
を
委
托
せ
り
午
后
は
川
合
信
水
兄
に
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
及
労
働
に

つ
き
話
せ
り
又
湯
谷
瑳
一
郎
兄
多
田
素
兄
来
談
せ
ら
る
浦
木
弘
氏
も
来
談
せ

ら
る
夜
は
呉
く
み
姉
宅
に
て
竹
内
む
め
子
姉
よ
り
例
の
書
物
を
聞
け
り
今
日

廣
井
久
杉
原
花
両
姉
よ
り
の
書
翰
着
せ
り
又
犬
養
銈
之
助
君
よ
り
の
書
翰
を

得
た
り
夜
午
前
二
時
迠
に
杉
原
花
廣
井
久
両
姉
へ
の
端
書
大
須
賀
亮
一
氏
犬

養
銈
之
助
君
二
氏
へ
の
書
翰
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第
十
七
報
）
を
認
め
た
り

二
十
五
日
（
月
曜
）
午
前
四
時
半
頃
よ
り
人
力
車
を
雇
ひ
て
上
野
停
車
場
に
行
く

女
学
雑
誌
社
川
合
信
水
君
上
野
迠
見
送
ら
れ
又
湯
谷
瑳
一
郎
君
も
見
送
ら
れ

出
発
迠
種
々
荷
物
の
こ
と
な
ど
周
整
せ
ら
れ
大
に
助
け
を
得
た
り
昨
夜
不
眠

の
為
汽
車
中
に
て
は
多
分
は
睡
眠
せ
り
仙
台
に
着
せ
し
は
午
后
七
時
頃
な
り

し
直
に
人
力
車
を
雇
ふ
て
東
六
番
町
仙
台
孤
児
園
に
到
る
夜
は
二
人
の
兄
弟

と
暫
ら
く
談
話
し
九
時
頃
褥
に
就
け
り　

本
日
の
日
本
と
云
ふ
新
聞
に
て
見

し
に
北
海
道
札
幌
強
風　

四
国
岡
山
強
風
雨　

播
州
市
川
加
古
川
出
水

　
　
　
　
　
　
　
　

…
穀
物
類

　
　
　
　
　
　
　
　

…
乳
肉
卵　
　

動
物
性　
　

植
物
性

　
　
　

 

人
ノ
食
物  

…
蔬
菜
類

　
　
　
　
　
　
　
　

…
果
実
類

　
　
　
　
　
　
　
　

…
水
、
空
気

　
　
　
　
　
　
　
　

…
労
働

二
十
六
日
（
火
曜
日
）
本
日
午
前
五
時
起
褥
其
よ
り
聖
書
祈
祷
喫
飯
又
朝
の
集
り

に
於
て
孤
児
等
に
労
働
の
必
要
を
語
れ
り
其
よ
り
佐
藤
稠
松
君
の
案
内
に
よ

り
組
合
教
会
講
義
所
に
行
き
其
よ
り
松
宮
は
る
女
史
を
訪
ね
し
も
不
在
其
よ

り
仙
台
美
以
教
会
牧
師
平
岡
駒
次
郎
氏
を
訪
ね
孤
児
院
の
将
来
及
労
働
に
つ

き
談
話
せ
り
其
よ
り
佐
藤
信
孝
君
を
訪
ね
農
業
上
の
談
話
を
な
し
其
よ
り
帰

路
に
就
き
押
川
方
義
君
を
訪
ね
明
日
午
前
来
談
す
る
事
を
約
せ
り
十
二
時
帰

宿
五
時
頃
迠
休
眠
晩
餐
を
喫
せ
し
後
入
浴
夜
は
早
く
よ
り
就
褥　

今
日
は
凡

そ
二
里
程
の
道
を
歩
行
せ
り
幾
分
か
疲
労
せ
し
も
身
体
の
為
に
は
甚
だ
益
な

り
し　

今
日
又
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
飲
酒
喫
煙
論
を
読
み
て
大
に
益
を
得
た
り

ト
ル
ス
ト
イ
伯
論
じ
て
曰
く
人
の
飲
酒
喫
飯
に
耽
る
は
良
心
の
働
き
即
光
を

暗
ま
す
外
な
き
事
を
切
に
論
ぜ
り
余
は
十
年
来
胃
病
を
患
ひ
食
物
其
度
を
失

し
良
心
の
光
り
を
暗
ま
せ
し
事
実
に
大
な
り
主
よ
願
く
は
余
の
罪
を
赦
し
食

事
を
規
律
正
し
く
な
さ
し
め
玉
へ
ア
ー
メ
ン

二
十
七
日
（
水
曜
） 

今
日
は
午
前
五
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
孤
児
園
の
集
り
に
於

て
勧
め
を
な
し
其
よ
り
押
川
方
義
君
を
訪
ね
日
本
の
前
途
に
横
は
る
問
題
に

付
き
意
見
を
聞
き
大
に
愉
快
を
感
ぜ
り
十
一
時
過
ぎ
よ
り
人
力
車
を
雇
ひ
仙

台
市
中
を
巡
り
観
察
せ
り
午
后
は
松
田
順
平
君
竹
内
平
八
君
の
二
氏
に
孤
児

院
現
世
の
模
様
及
び
将
来
の
方
針
に
付
き
話
せ
り
又
松
宮
は
る
女
史
来
訪
せ

ら
る
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
及
労
働
に
付
き
話
せ
り
夜
は
早
く
よ
り
就
褥
す　

東
北
地
方
に
於
て
事
を
な
さ
ん
と
欲
せ
ば
先
づ
仙
台
を
堅
め
ざ
る
可
ら
ず

二
十
八
日
（
木
曜
） 

今
日
は
午
前
一
時
頃
起
褥
準
備
を
な
し
一
時
半
仙
台
孤
児
園

を
辞
し
仙
台
停
車
場
に
行
く
二
時
四
十
分
発
車
せ
り
午
前
中
は
車
中
に
て
睡

眠
せ
り
今
日
は
雨
天
に
て
鬱
陶
し
か
り
し
午
后
は
車
中
よ
り
東
北
の
広
漠
た

る
原
野
を
眺
め
幾
多
の
感
じ
を
抱
き
つ
ゝ
午
后
四
時
青
森
に
着
す
中
島
屋
に

投
宿
す
其
よ
り
暫
時
休
息
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第
十
八
報
）
を
認
め
差
出
せ

り
入
浴
喫
飯
を
な
し
午
后
九
時
函
舘
行
の
汽
船
に
乗
込
め
り
其
時
に
実
に
神

の
前
に
恥
づ
べ
き
こ
と
出
来
た
り
即
ち
昨
夜
仙
台
孤
児
園
に
於
て
或
る
青
年

の
好
意
に
よ
り
第
四
回
夏
季
学
校
生
徒
乗
船
の
証
（
二
割
引
）
二
葉
を
貰
ひ

し
余
も
深
く
考
ふ
る
事
も
な
く
之
を
受
取
り
青
森
に
於
て
之
を
使
用
し
賃
金

壱
円
の
処
二
割
引
に
て
八
十
銭
に
て
乗
船
せ
り
然
る
に
船
中
の
或
る
青
年
余

の
夏
季
学
校
生
徒
た
る
を
聞
き
来
り
て
尤
も
懇
ろ
に
夏
季
学
校
の
模
様
を
聞

く
余
は
素
よ
り
夏
季
学
校
の
生
徒
に
非
ら
ず
又
函
舘
に
も
行
き
し
事
な
け
れ

ば
何
事
も
話
す
能
は
ず
其
時
の
胸
中
痛
し
さ
云
は
ん
方
な
し
是
れ
全
く
偽
り
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六

の
行
為
に
偏
り
た
れ
ば
也
主
よ
願
く
ば
余
の
罪
を
赦
し
再
た
び
斯
る
過
ち
に

陥
ら
し
め
玉
ふ
勿
れ
ア
ー
メ
ン　

本
日
汽
車
中
に
て
国
民
新
聞
を
借
覧
し
赤

穂
郡
千
種
川
大
洪
水
に
て
人
畜
死
傷
無
数
と
の
電
報
を
掲
載
し
あ
り
し

二
十
九
日
（
金
曜
日
）
午
前
四
時
頃
函
舘
に
着
す
東
濱
町
二
十
三
番
地

上
岡
七

郎
兵
衛
方
に
投
宿
午
前
中
は
昨
日
の
疲
れ
に
て
就
褥
午
后
は
齊
藤
壬
生
雄
氏

を
訪
ね
し
も
不
在
其
よ
り
帰
宿
暫
時
休
息
せ
し
に
齊
藤
壬
生
雄
氏
来
訪
せ
ら

れ
種
々
孤
児
院
の
将
来
労
働
問
題
北
海
問
題
に
付
き
話
せ
り
夜
は
函
舘
キ
リ

ス
ト
教
会
有
志
祈
祷
会
に
列
し
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
及
び
勤
労
に
付
き
話
せ

り
十
時
褥
に
就
く

三
十
日
（
土
曜
日
）
今
日
七
時
頃
起
褥
喫
飯
入
浴
其
よ
り
書
見
を
な
し
川
合
信
水

氏
宛
の
端
書
松
田
順
平
氏
竹
内
平
八
氏
両
氏
宛
の
端
書
小
沢
き
く
小
沢
縫
殿

助
宛
の
端
書
湊
謙
一
氏
へ
の
端
書
を
認
め
た
り
午
后
は
増
田
大
吉
君
来
訪
さ

れ
種
々
談
話
せ
り
五
時
根
室
丸
に
乗
込
み
午
后
十
時
頃
室
蘭
へ
向
つ
て
出
発

三
十
一
日
（
日
曜
）
今
日
午
前
十
時
頃
室
蘭
の
港
に
着
し
十
一
時
過
東
紋
縄
村
に

到
着
北
海
孤
児
院
よ
り
林
兄
を
は
じ
め
四
五
の
兄
弟
迎
ひ
に
来
ら
る
北
海
孤

児
院
に
着
せ
し
は
十
二
時
な
り
し
昼
は
馬
鈴
薯
の
饗
応
に
預
り
午
后
は
種
々

事
業
上
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
又
暫
時
散
歩
晩
餐
を
喫
し
夜
は
林
愛
兄
と
植

民
上
の
談
話
を
な
せ
し
又
合
同
に
付
き
種
々
の
問
題
を
談
話
せ
り

八
月
一
日
（
月
曜
）
今
日
午
前
中
は
前
月
中
の
会
計
を
計
算
し
震
災
孤
児
院
へ
の

端
書
巌
本
善
治
兄
へ
の
端
書
孤
女
学
院
大
須
賀
兄
藤
井
兄
へ
の
端
書
石
井
十

次
兄
へ
の
端
書
博
愛
社
へ
の
端
書
（
第
十
九
報
）
を
認
め
た
り
又
博
愛
社
前

途
の
方
針
に
付
き
考
へ
た
り
午
后
は
北
海
孤
児
院
主
任
林
竹
太
郎
氏
と
次
ぎ

の
個
條
に
就
き
話
せ
り
（
一
）
如
何
に
し
て
孤
児
に
実
業
を
授
け
社
会
に
出

す
可
き
乎
（
農
業
的
殖
民
を
以
て
其
基
礎
を
定
む
る
事
）（
二
）
孤
児
院
事

業
と
社
会
改
良
伝
道
教
育
及
其
他
の
基
督
教
主
義
の
事
業
と
並
行
し
て
進
歩

す
べ
き
真
理
あ
る
事
（
三
）
農
業
教
育
は
孤
児
を
教
養
す
る
に
適
当
の
道
な

り
（
四
）
孤
児
院
の
独
立
問
題
（
孤
児
院
は
天
下
有
志
の
義
捐
金
に
由
て
維

持
す
べ
き
も
の
に
し
て
独
立
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
）（
五
）
孤
児
の
成
長

し
た
る
も
の
に
完
全
な
る
実
業
教
育
を
施
し
之
を
殖
民
し
て
独
立
せ
し
む
る

事
は
目
下
の
急
務
な
る
事
（
六
）
以
上
第
五
の
目
的
を
達
す
る
為
に
一
の
仲

間
を
組
織
せ
ざ
る
可
ら
ず
博
愛
社
之
が
任
に
当
る
可
し
（
七
）
孤
児
院
の
為

に
働
く
役
者
に
つ
き
て
の
処
置
（
八
）
孤
児
を
他
の
実
業
に
熱
心
な
る
ク
リ

ス
チ
ア
ン
青
年
の
人
と
共
に
混
淆
し
て
殖
民
す
る
事
（
九
）
全
国
孤
児
院
の

一
致
同
盟
及
孤
児
院
主
任
者
及
役
者
の
一
致
の
信
仰
（
十
）
日
本
百
年
の
大

計
画
午
后
四
時
頃
よ
り
主
に
あ
る
兄
弟
斉
藤
兄
の
宅
に
林
兄
同
伴
に
て
行
き

晩
餐
の
饗
応
に
預
か
り
た
り
夜
は
福
音
新
報
を
読
み
魯
国
の
愛
す
る
兄
弟
ト

ル
ス
ト
イ
伯
ベ
ギ
ツ
ト
セ
ブ
カ
と
い
へ
る
処
に
て
飢
饉
に
悩
る
農
民
の
救
助

中
重
病
に
罹
ら
れ
し
こ
と
を
知
り
大
に
憂
へ
た
り
願
く
は
主
よ
彼
を
癒
し
玉

へ
ア
ー
メ
ン
又
故
郷
な
る
矢
野
村
及
赤
穂
郡
全
体
大
洪
水
な
り
し
報
知
を
得

た
り
願
く
は
主
よ
之
に
由
て
彼
地
の
人
民
に
道
徳
の
何
者
た
る
事
を
知
ら
し

め
実
業
に
勤
勉
力
行
す
る
善
良
の
精
神
を
与
へ
玉
へ
ア
ー
メ
ン

八
月
二
日
（
火
曜
）
本
日
午
前
は
林
竹
太
郎
兄
と
博
愛
社
北
海
孤
児
院
合
同
の
件

に
付
き
大
に
談
ず
る
処
あ
り
し
又
自
ら
の
信
仰
に
就
き
て
も
反
省
す
る
所
あ

り
し
午
后
は
新
聞
雑
誌
を
読
み
内
閣
の
大
騒
動
と
北
海
道
室
蘭
と
札
幌
と
の

鉄
道
の
開
通
愛
岐
震
災
自
助
会
の
報
告
等
も
知
り
し
夜
は
早
く
よ
り
就
褥

三
日
（
水
曜
日
）
本
日
午
前
は
聖
書
祈
祷
喫
飯
林
竹
太
郎
愛
兄
と
（
一
）
開
拓
事

業
と
孤
児
院
事
業
と
は
二
つ
な
る
事
二
兎
を
逐
ふ
も
の
は
一
頭
を
得
ず（
二
）

北
海
道
尤
も
緊
要
の
地
に
本
部
を
置
く
事
（
三
）
樹
林
地
を
開
拓
す
る
事
は

未
だ
労
働
に
不
熟
練
な
る
年
長
孤
児
及
び
ク
リ
ス
チ
ア
ン
青
年
の
人
に
耐
へ

ざ
る
事
（
四
）
北
海
道
に
於
て
先
づ
少
く
と
も
十
年
の
間
静
か
に
基
礎
を
築

く
事
を
務
め
ざ
る
可
ら
ず
等
の
問
題
に
就
き
研
究
せ
り
又
赤
穂
寺
田
直
太
郎

氏
沢
田
寸
二
氏
両
氏
へ
の
端
書
博
愛
社
一
同
へ
の
端
書
水
守
立
節
氏
へ
の
端

書
小
橋
春
岱
氏
へ
の
端
書
を
認
め
た
り
午
后
は
専
ら
身
体
の
運
動
新
鮮
の
空

気
呼
吸
を
な
せ
り
又
今
日
の
新
聞
に
て
千
葉
県
徳
島
県
山
梨
県
岡
山
県
等
に
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七

大
洪
水
あ
り
し
よ
し
報
ぜ
り
丹
羽
寛
吾
君
の
報
知
に
て
岡
山
県
尤
も
甚
し
か

り
し
も
岡
山
孤
児
院
は
無
事
な
り
し
を
知
り
た
り
又
村
木
孝
英
君
齋
藤
鉄
三

郎
君
来
訪
せ
ら
れ
紋
鼈
地
方
開
墾
の
由
来
を
話
さ
る
大
に
益
を
得
た
り
夜
は

早
く
よ
り
就
褥

四
日
（
木
曜
日
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
朝
運
動
聖
書
祈
祷
小
山
田
虔
君
中
澤
正

君
来
訪
せ
ら
れ
種
々
談
話
せ
り
次
に
林
竹
太
郎
君
と
北
海
孤
児
院
の
将
来
博

愛
社
の
将
来
の
方
針
に
付
き
話
せ
り
「
天
ノ
時
、
地
ノ
利
、
人
ノ
和
」
博
愛

社
が
将
来
取
る
所
の
主
義
を
漏
れ
な
く
話
せ
り
午
后
は
馬
に
乗
り
て
運
動
し

身
体
大
に
疲
労
せ
し
も
大
に
益
を
得
た
り
晩
景
に
及
び
赤
穂
郡
赤
松
村
ノ
産

高
谷
義
行
氏
来
訪
せ
ら
れ
全
国
水
害
に
就
き
談
話
せ
り
夜
は
早
く
よ
り
褥
に

就
く

五
日
（
金
曜
日
）
今
日
は
午
前
七
時
褥
を
出
で
朝
運
動
聖
書
祈
祷
喫
飯
齊
藤
良
知

氏
の
来
訪
あ
り
其
よ
り
林
竹
太
郎
兄
と
北
海
孤
児
院
将
来
の
方
針
に
付
き
談

話
せ
り
午
后
は
身
体
疲
労
を
覚
へ
夜
は
早
く
よ
り
褥
に
就
く
今
日
東
京
阪
本

泰
蔵
氏
よ
り
書
翰
を
送
ら
る

六
日
（
土
曜
日
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
朝
運
動
聖
書
、
祈
祷
、
喫
飯
其
よ
り
林

竹
太
郎
兄
と
人
の
智
恵
と
神
の
智
恵
と
の
別
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
付
き
互

ひ
に
話
せ
り
其
よ
り
大
阪
阿
波
松
之
助
君
、
姫
路
基
督
教
会
、
神
戸
小
林
茂

兵
衛
、
松
田
次
郎
吉
、
東
京
阪
本
泰
蔵
君
、
巌
本
善
治
君
へ
の
端
書
を
認
め

し
午
后
は
馬
に
て
運
動
を
な
し
夜
は
早
く
よ
り
就
褥

七
日
（
日
曜
日
） 

今
日
は
午
前
七
時
起
褥
朝
の
仕
事
を
終
へ
九
時
半
よ
り
紋
鼈
教

会
に
集
ま
り
真
正
の
平
安
と
喜
楽
に
つ
き
説
教
せ
り
其
よ
り
休
息
所
に
於
て

暫
時
休
息
し
帰
宅
昼
飯
を
喫
し
精
神
と
肉
体
を
休
め
又
博
愛
社
よ
り
の
水
害

の
報
知
来
れ
り
実
に
意
外
の
事
な
り
し
夜
は
函
館
新
聞
を
読
み
大
に
益
を
得

た
り
又
今
日
林
竹
太
郎
兄
と
共
に
主
任
者
の
心
得
に
付
き
互
ひ
に
話
せ
り

八
日
（
月
曜
日
）
午
前
六
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第

二
十
報
）
を
認
め
又
北
海
孤
児
院
の
方
針
博
愛
社
の
方
針
水
害
等
に
付
き
考

へ
た
り
午
后
は
腹
部
何
と
な
く
不
快
暫
ら
く
休
み
夜
は
早
く
よ
り
就
褥
今
日

虻
田
郡
虻
田
村
高
谷
善
行
氏
よ
り
の
書
翰
来
着
せ
り
余
の
一
身
に
は
病
苦
と

博
愛
社
の
困
難
と
同
胞
の
水
害
に
罹
り
し
事
と
岡
山
孤
児
院
震
災
孤
児
院
の

前
途
と
石
井
十
次
兄
の
心
霊
上
の
進
歩
及
同
兄
に
付
添
ふ
役
者
の
心
霊
上
の

進
歩
及
明
治
女
学
校
女
学
雑
誌
社
孤
女
学
院
の
平
安
進
歩
と
暁
星
園
愛
岐
震

災
自
助
会
仙
台
孤
児
園
の
独
立
進
歩
と
北
海
孤
児
院
の
独
立
進
歩
と
の
考
へ

と
祈
り
に
充
満
し
実
に
耐
へ
難
き
思
ひ
な
り
主
よ
願
く
は
霊
肉
力
を
与
へ
是

の
困
難
な
る
境
遇
に
勝
た
し
め
玉
へ
ア
ー
メ
ン

九
日
（
火
曜
日
）
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
滋
養
物
調
理
を
な
せ
し

又
書
見
を
な
せ
し
午
后
は
暫
ら
く
書
見
且
休
眠
し
晩
に
至
り
て
入
浴
し
喫
飯

其
よ
り
夜
に
至
り
て
談
話
を
な
し
新
聞
を
読
み
楽
め
り
札
幌
共
進
会
の
建
物

は
三
舘
を
も
っ
て
成
り
第
一
舘
を
四
部
に
分
ち
農
作
物
、
鉱
物
、
木
材
、
金

属
、
農
具
等
を
陳
列
せ
り
第
二
舘
は
水
産
及
水
産
に
関
す
る
器
具
等
を
陳
列

せ
り
第
三
舘
は
右
府
県
の
参
考
品
等
な
り
其
他
付
属
に
は
器
械
舘
家
禽
舎
羊

豚
舎
牛
馬
舎
審
査
室
事
務
所
土
人
小
屋
水
属
室
養
魚
池
の
設
け
あ
り
又
協
賛

会
の
設
置
さ
れ
た
る
仮
ア
イ
ヌ
村
あ
り
（
函
館
新
聞
に
見
ゆ
）
毎
日
次
ぎ
の

三
個
條
を
熱
心
に
祈
り
つ
ゝ
実
行
せ
ざ
る
可
ら
ず
（
一
）
キ
リ
ス
ト
の
愛
に

充
さ
る
ゝ
事
羅
馬
書
十
二
章
哥
林
多
前
書
十
三
章
約
壱
、
三
ノ
一―

二
十
四
、

同
、
四
ノ
七―

十
二
（
二
）
肉
体
の
病
気
の
癒
さ
る
ゝ
事
（
三
）
北
海
道
の

事
情
に
通
ず
る
事

十
日
（
水
曜
日
）
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
書
見
を
な
し
又
海
辺
に
て
運
動

を
な
せ
り
午
后
は
齊
藤
鉄
三
郎
氏
来
談
せ
ら
る
同
氏
よ
り
葡
萄
汁
一
瓶
と
林

檎
三
十
個
余
を
贈
ら
る
晩
に
身
体
運
動
入
浴
夜
は
写
真
師
来
談
せ
ら
る
今
日

藤
井
米
八
郎
氏
よ
り
の
書
翰
到
着

十
一
日
（
木
曜
日
）
今
日
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
書
見
を
な
し

十
一
時
頃
よ
り
海
辺
に
運
動
に
出
掛
け
た
り
海
水
浴
を
な
せ
り
午
后
は
村
木

氏
来
談
せ
ら
る
其
よ
り
暫
時
休
眠
震
災
孤
児
院
丹
羽
寛
夫
氏
よ
り
端
書
到
着
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八

又
明
年
米
国
シ
カ
ゴ
府
に
於
て
開
か
る
ゝ
開
歳カ

世
界
博
覧
会
の
趣
旨
次
ぎ
の

如
し
（
一
）
各
国
民
の
言
語
文
章
家
政
宗
教
学
術
技
芸
及
び
人
文
組
織
を
統

一
す
る
の
基
礎
（
二
）
当
代
に
於
る
経
済
工
業
及
財
政
上
の
諸
問
題
（
三
）

教
育
制
度
其
進
歩
及
び
欠
点
竝
に
智
識
全
般
の
近
世
の
非
常
な
る
進
歩
に
適

合
す
べ
き
最
良
手
段
（
四
）
文
明
国
間
商
業
上
に
用
ゆ
べ
き
普
通
言
語
を
定

む
る
事
（
五
）
万
国
版
権
智
識
上
及
び
商
業
上
諸
法
律
（
六
）
移
住
竝
び
に

帰
化
法
及
同
盟
国
政
府
及
び
其
臣
民
の
特
権
（
七
）
貧
困
瘋
癲
及
罪
科
を
防

遏
減
却
し
万
国
の
生
産
力
隆
盛
及
徳
義
を
増
進
す
る
の
有
効
な
る
べ
き
手
段

（
八
）
万
国
公
法
を
以
て
一
致
の
証
明
と
し
人
類
相
互
保
護
の
一
手
段
と
な

す
こ
と
并
に
全
世
界
を
通
じ
て
一
層
其
発
達
効
力
を
増
進
す
る
方
法
（
九
）

交
際
列
国
の
最
高
法
と
し
て
裁
判
の
主
義
確
定
及
列
国
争
論
を
決
す
る
に
方

り
戦
争
に
代
ゆ
る
に
仲
裁
法
を
以
て
す
る
こ
と
夜
は
暫
ら
く
書
見
を
な
し
午

后
十
時
就
褥

十
二
日
（
金
曜
日
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
暫
時
書
見
を
な
し
又

林
竹
太
郎
兄
と
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
た
り
午
后
は
齋
藤
良
知
兄
伊
藤
某

氏
北
海
孤
児
院
地
所
の
事
に
付
き
来
ら
る
種
々
談
話
を
承
は
れ
り
今
日
は

大
に
運
動
を
怠
り
た
り
夜
は
九
時
過
褥
に
就
く
今
日
林
ウ
タ
愛
姉
よ
り
の

書
翰
来
着
せ
り

十
三
日
（
土
曜
日
）
今
日
は
午
前
七
時
起
褥
喫
飯
暫
時
北
海
問
題
に
就
き
研
究
其

よ
り
二
時
間
程
運
動
喫
飯
後
暫
時
書
見
休
眠
三
時
頃
よ
り
暫
時
運
動
其
よ

り
昇
汞
浴
の
準
備
を
な
し
自
ら
も
入
浴
せ
り
夜
は
小
児
等
に
幸
福
な
る
水

夫
の
話
を
な
し
た
り
九
時
褥
に
就
く
今
日
博
愛
社
よ
り
の
書
翰
岡
山
石
井

十
次
氏
よ
り
の
端
書
到
着
せ
り

十
四
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
暫
時
心
の
準
備
を
な
し
九
時
頃

よ
り
紋
鼈
教
会
に
集
ま
り
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
つ
き
話
せ
り
午
后
は
休

眠
せ
り
又
巌
本
善
治
氏
村
尾
得
之
氏
よ
り
の
端
書
到
着
せ
り
又
函
館
新
聞

を
読
み
た
り
夜
は
ト
ム
と
ボ
ブ
、
ジ
ヨ
ン
ス
と
の
話
し
を
な
せ
り
又
林
ウ

タ
愛
姉
巌
本
善
治
愛
姉マ
マ

小
澤
き
く
愛
姉
へ
の
端
書
を
認
め
た
り

十
五
日
（
月
曜
）
今
日
午
前
は
七
時
に
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
北
海
道
問
題

を
研
究
せ
り
今
日
は
胃
部
不
快
を
感
じ
食
気
な
し
午
后
は
休
眠
せ
し
も
咳

嗽
咯
痰
あ
り
て
十
分
に
休
ま
れ
ず
晩
に
は
葛
湯
を
飲
み
て
断
食
せ
し
大
に

胃
部
の
停
滞
消
散
せ
り
大
に
気
分
宜
し
夜
福
音
新
報
函
館
新
聞
を
読
み
し

又
孤
児
等
に
は
小
女
が
愛
ら
し
き
言
ば
を
以
て
懲
役
人
を
救
ひ
し
話
し
を

な
し
た
り
又
筑
後
柳
河マ
マ

よ
り
廣
井
き
ゆ
う
杉
原
は
な
の
両
姉
よ
り
の
書
翰

来
着
せ
り
。
今
夜
鈴
木
は
る
姉
の
悔
改
の
為
に
祈
れ
り

十
六
日
（
火
曜
）
昨
夜
は
咳
嗽
咯
痰
甚
し
く
し
て
終
夜
眠
る
能
は
ず
是
れ
胃
部
を

害
せ
し
に
よ
る
な
ら
ん
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
将
に
休
眠

せ
ん
と
せ
し
時
に
齋
藤
鉄
三
郎
氏
来
訪
せ
ら
れ
種
々
午
后
四
時
に
至
る
ま

で
談
話
せ
り
同
氏
林
檎
を
贈
ら
る
夜
は
書
見
を
な
し
又
沈
思
黙
考
せ
り

十
七
日
（
水
曜
）
昨
夜
は
咳
嗽
咯
痰
甚
し
く
し
て
終
夜
眠
る
能
は
ず
少
し
く
喀
血

せ
し
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
暫
時
書
見
を
な
し
昨
夜
の
疲

労
の
為
久
し
く
休
眠
せ
し
午
后
小
山
田
虔
君
の
来
訪
あ
り
種
々
な
る
有
益

な
る
談
話
を
聞
き
し
晩
に
は
ト
ル
ビ
ー
の
話
し
を
孤
児
等
に
な
せ
り
夜
は

林
兄
と
種
々
感
話
せ
り
今
日
水
守
立
節
氏
よ
り
の
書
翰
到
着
せ
り

十
八
日
（
木
曜
）
昨
夜
は
老
莫
水
を
飲
み
て
眠
り
に
就
き
し
に
大
に
安
眠
す
る
を

得
し
午
前
七
時
起
褥
午
前
中
は
齋
藤
鉄
三
郎
氏
も
来
ら
れ
開
墾
の
事
に
つ

き
談
話
せ
り
午
后
は
鈴
木
氏
将
来
の
方
針
に
つ
き
又
村
上
氏
帰
国
の
事
に

付
き
協
議
せ
り
夜
は
明
日
札
幌
へ
向
つ
て
出
発
す
る
の
準
備
を
な
せ
り
今

日
沢
田
寸
二
氏
よ
り
書
翰
来
着
せ
り

十
九
日
（
金
曜
日
）
昨
夜
は
老
莫
水
を
飲
み
て
眠
り
に
就
き
し
故
大
に
安
眠
す
る

を
得
し
午
前
六
時
起
褥
祈
祷
喫
飯
齋
藤
良
知
君
の
一
家
族
の
来
ら
る
ゝ
事

を
待
つ
事
久
し
十
時
に
至
り
て
来
ら
る
其
よ
り
共
に
馬
車
（
北
海
道
の
荷

馬
車
を
以
て
代
用
し
た
る
も
の
な
り
）
に
乗
り
て
発
途
せ
り
馬
車
の
動
揺

甚
し
く
し
て
腸
胃
を
反
転
さ
す
る
心
地
せ
り
途
中
千
舞
鼈
村
を
経
て
一
つ
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九

の
坂
を
超
へ
元
室
蘭
に
着
し
て
暫
時
休
息
是
時
林
檎
菓
子
を
食
せ
し
に
腹

痛
を
起
せ
し
其
よ
り
再
た
び
馬
車
に
乗
り
海
辺
を
廻
り
行
き
チ
リ
ベ
ツ
屯

田
兵
の
有
様
を
車
上
よ
り
眺
め
午
后
四
時
鷲
別
に
着
し
齋
藤
氏
知
己
の
宅

に
休
息
し
又
喫
飯
せ
し
元
室
蘭
よ
り
鷲
別
迠
の
通
路
実
に
険
悪
馬
車
の
動

揺
実
に
甚
し
か
り
し
午
后
六
時
鷲
別
を
発
し
同
八
時
頃
幌
別
に
着
し
○
仙

旅
籠
屋
に
投
宿
夜
は
芥
川
清
五
郎
君
来
訪
さ
れ
種
々
談
話
せ
り
十
時
褥
に

就
く

二
十
日
（
土
曜
日
）
昨
夜
は
老
莫
水
を
飲
み
て
眠
り
に
就
き
し
故
大
に
安
眠
せ
り

午
前
五
時
半
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
八
時
に
旅
宿
を
出
で
八
時
五
十
三
分
発

の
汽
車
に
乗
り
込
め
り
汽
車
中
に
於
て
海
老
名
弾
正
氏
高
橋
熊
太
郎
氏
に

邂
逅
せ
り
汽
車
中
よ
り
途
中
の
山
林
原
野
海
辺
を
眺
め
大
に
愉
快
を
感
じ

且
つ
益
を
得
た
り
又
処
々
開
墾
着
手
の
地
所
を
観
大
に
益
を
得
た
り
江
別

よ
り
仙
台
の
人
田
中
兔
毛
氏
宣
教
師
コ
ル
テ
ス
氏
も
同
車
せ
ら
れ
た
り
午

后
四
時
札
幌
に
着
し
北
原
楼
に
投
宿
夜
は
少
し
く
散
歩
し
早
く
よ
り
褥
に

就
く

二
十
一
日
（
日
曜
日
）
本
日
午
前
人
力
車
を
雇
ひ
札
幌
市
中
を
巡
視
せ
り
午
后
は

北
原
楼
を
辞
し
鈴
木
市
五
郎
方
へ
転
宿
せ
り
五
時
頃
迠
休
眠
せ
り
明
日
幌

内
炭
山
歌
臼
内
炭
山
巡
遊
の
案
内
を
協
賛
会
よ
り
う
け
た
り
夜
は
札
幌
教

会
に
集
ま
り
海
老
名
弾
正
氏
の
義
人
は
信
仰
に
よ
り
て
生
き
る
と
云
ふ
事

に
付
き
て
の
説
教
を
聞
き
大
に
益
を
得
た
り
又
聖
晩
餐
を
守
り
し
今
日
は

伝
道
師
竹
内
種
太
郎
氏
に
始マ
マ

め
て
面
会
し
せ
し
又
農
学
士
大
島
正
健
氏
に

始マ
マ

め
て
面
会
せ
し

二
十
二
日
（
月
曜
日
）
昨
夜
は
老
莫
水
を
飲
み
て
休
み
し
故
大
に
安
眠
し
た
り
今

朝
午
前
四
時
起
褥
協
賛
会
の
招
き
に
応
ず
る
為
雨
天
を
犯
し
て
五
時
三
十

分
迠
に
札
幌
停
車
場
に
至
る
暫
ら
く
に
し
て
多
く
の
人
集
ま
る
即
ち
別
仕

立
汽
車
に
乗
り
込
め
り
先
づ
歌
臼
内
炭
山
に
行
き
之
を
観
昼
飯
を
喫
し
其

よ
り
岩
見
澤
迠
帰
り
又
幌
内
炭
山
に
行
き
之
を
観
晩
餐
を
喫
し
其
よ
り
一

直
線
に
札
幌
に
帰
れ
り
午
后
九
時
卅
分
札
幌
停
車
場
に
着
し
一
同
拍
手
万

歳
と
呼
び
て
散
会
せ
り
今
日
は
陸
軍
楽
隊
を
雇
ふ
て
恒
に
奏
楽
せ
し
む
今

日
の
一
行
は
実
に
思
は
ざ
る
天
父
の
賜
も
の
な
り
し

二
十
三
日
（
火
曜
）
昨
夜
は
林
檎
を
過
食
せ
し
為
に
少
し
く
不
快
今
朝
は
六
時
に

起
褥
其
よ
り
聖
書
祈
祷
喫
飯
八
時
頃
よ
り
共
進
会
縦
覧
に
出
掛
け
た
り
九

時
入
場
十
二
時
迠
観
た
り
北
海
道
も
斯
く
ま
で
殖
産
の
進
歩
し
た
る
事
を

大
に
感
謝
せ
り
昨
日
よ
り
今
日
に
か
け
て
大
に
疲
労
せ
り
午
后
は
休
眠
せ

り
今
日
中
川
嘉
兵
衛
君
よ
り
林
檎
を
贈
ら
る
夜
は
書
見
を
な
し
又
沈
思
黙

考
せ
り

二
十
四
日
（
水
曜
）
昨
夜
は
老
莫
水
を
飲
み
て
休
み
し
故
に
能
く
眠
る
事
を
得
し

今
朝
六
時
半
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
散
歩
し
て
大
島
正
健
氏
の
宅
を

訪
ね
幸
ひ
留
岡
幸
助
氏
も
来
ら
れ
監
獄
の
事
出
獄
人
保
護
の
事
札
幌
教
会

創
立
の
事
等
を
聞
き
大
に
益
を
得
た
り
大
島
氏
の
宅
に
て
昼
餐
の
餐
応
に

預
か
れ
り
午
后
三
時
頃
ウ
ヰ
ン
ビ
シ
ユ
氏
を
訪
ね
し
も
不
在
暫
ら
く
休
息

午
后
七
時
頃
帰
宿
夜
は
入
浴
散
歩
せ
り

二
十
五
日
（
木
曜
日
）
午
前
六
時
起
褥
出
発
の
準
備
を
な
し
八
時
迠
に
札
幌
停
車

場
に
行
き
八
時
七
分
発
の
汽
車
に
て
札
幌
を
発
し
午
后
三
時
四
十
分
室
蘭

駅
に
着
し

旅
籠
屋
に
投
宿
す
夜
は
早
く
よ
り
就
褥

二
十
六
日
（
金
曜
日
）
午
前
六
時
起
褥
聖
書
喫
飯
七
時
発
の
豊
平
丸
に
乗
り
込
み

午
前
十
一
時
紋
鼈
に
着
す
其
よ
り
齋
藤
良
知
氏
の
宅
に
行
き
午
后
四
時
頃

迠
休
眠
其
よ
り
北
海
孤
児
院
に
帰
り
夜
は
種
々
一
行
の
談
話
を
な
せ
り

二
十
七
日
（
土
曜
日
）
午
前
五
時
起
褥
北
海
孤
児
院
毎
朝
役
者
の
集
り
に
於
て
献

身
と
云
ふ
事
に
つ
き
勧
め
を
な
せ
り
午
前
中
は
種
々
研
究
せ
り
午
后
は
休

眠
し
又
新
聞
雑
誌
を
読
み
夜
は
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ギ
ル
ビ
ン
の
談
話
を
な
せ

り

二
十
八
日
（
日
曜
）
今
日
は
胃
部
不
快
昨
夜
咳
嗽
咯
痰
甚
し
く
し
て
不
眠
の
為
疲

労
終
日
安
臥
休
眠
せ
り
今
日
東
京
小
沢
き
く
愛
姉
よ
り
の
書
翰
到
着
せ
り
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一
�

は
日
本
評
論
福
音
新
報
女
学
雑
誌
を
読
み
大
に
益
を
得
た
り　

○
祈
祷
す

る
も
の
ゝ
悔
ゆ
べ
き
罪
（
宣
教
師
ア
ー
ノ
ル
ド
氏
）（
一
）
自
ら
を
頼
む
こ

と
可
成
早
く
之
を
捨
つ
可
し
神
は
我
儕
が
力
な
り
（
二
）
臆
病
な
る
事
是
れ

他
の
力
を
信
ぜ
ざ
る
者
の
為
す
所
神
の
か
た
わ
ら
に
在
る
者
何
の
恐
る
ゝ

所
か
之
れ
あ
ら
ん
（
三
）
不
注
意
な
る
こ
と
心
の
定
ま
ら
ざ
る
は
禍
な
り

練
習
し
て
心
を
一
点
に
注
ぐ
こ
と
を
力
め
よ
、
口
に
発
し
た
る
感
情
を
叨

り
に
棄
つ
る
勿
れ
（
四
）
熱
心
を
欠
く
こ
と
心
を
熱
く
し
て
祈
れ
熱
の
為

に
は
地
球
も
鎔
く
べ
し
右
心
何
ぞ
融
解
せ
ざ
ら
ん
熱
心
な
ら
ん
事
を
祈
れ

　

※
北
海
孤
児
院
入
院
孤
児
姓
名
（ 
以
下
九
名
の
孤
児
の
住
所
と
孤
児
姓
名
の
記
載
あ
る
が
略

す
）

　
　
　

右
孤
児
院
の
為
に
働
か
る
ゝ
人

（
一
）
愛
知
県
名
古
屋
市
出
身                             

林　

竹　

太　

郎

                                                            　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
年

（
二
）      

〃                                             　

林  　

ク　

ニ

                                                                 　
　

  　
　

  

三
十
三
年

（
三
）
長
野
県
埴
科
郡
西
条
村
二
百
七
十
番
地          

村　

上　

恒　

三　

郎

                                                                   　
　
　

     
三
十
九
年

（
四
）
北
海
道
有
珠
郡
東
紋
鼈
村　

                       

鈴　

木　

雅　

彦

　
　
　

                                                                        

四
十
四
年

（
五
）
宮
城
県
陸
前
国
本
吉
郡
入
谷
村                   

西　

城　

陸

                                                                                 

三
十
年

（
六
）
新
潟
県                                              

堀　

川  

泰　

洋

                                                                                 

二
十
九
年

（
七
）
宮
城
県                                              

手 

代 

木　

熊 

次 

郎

                                                                　
　
　

        

二
十
三
年

（
八
）
京
都                                                  

林　
　

正　

明

                                                                                 

十
九
年

二
十
九
日
（
月
曜
）
今
日
は
昨
日
よ
り
の
疲
労
に
て
終
日
家
居
し
て
或
は
書
見

を
な
し
或
は
沈
思
黙
居
し
て
一
日
を
送
り
し
身
体
の
容
体
は
甚
だ
宜
し
か

り
し
胃
部
も
稍
調
ひ
し
夜
は
紋
鼈
製
糖
会
社
長
田
村
顕
元
君
来
訪
せ
ら
れ

種
々
談
話
せ
り

三
十
日
（
火
曜
）
今
日
は
病
気
大
に
宜
し
午
前
七
時
起
褥
其
よ
り
聖
書
祈
祷
書
見

を
な
し
午
后
は
書
見
を
な
し
又
書
翰
（
札
幌
菅
田
勇
太
郎
君
中
川
嘉
兵
衛

君
）
を
認
め
し
夜
は
談
話
を
な
し
殊
に
理
学
博
士
伊
藤
圭
介
君
の
植
物
学

に
熱
心
な
る
事
又
身
体
の
摂
生
に
注
意
せ
ら
る
ゝ
事
を
同
君
の
孫
中
野
功

次
郎
君
よ
り
聞
き
大
に
益
を
得
し
伊
藤
圭
介
君
は
始
め
活
花
を
稽
古
す
る

よ
り
し
て
植
物
の
研
究
に
至
り
し
と
云
ふ
全
く
独
学
な
る
よ
し
六
十
歳
の

と
き
ま
で
は
医
者
半
分
と
植
物
研
究
半
分
な
り
し
が
六
十
歳
よ
り
全
く
植

物
研
究
に
身
を
委
ね
し
と
云
ふ

三
十
一
日
（
水
曜
）
今
日
は
午
前
五
時
頃
起
褥
其
よ
り
準
備
を
な
し
林
兄
と
共
に

馬
車
に
乗
り
林
正
明
君
、
手
代
木
熊
次
郎
君
御
者
の
役
を
取
ら
る
午
前
七

時
北
海
孤
児
院
を
出
で
長
流
村
、
有
珠
村
、
虻
田
村
を
経
て
洞
爺
湖
畔
に

出
で
た
り
遂
に
孤
児
院
開
拓
地
な
る
ニ
ナ
ル
カ
の
地
に
着
し
行
々
湖
畔
の

景
色
を
口
実
に
愉
快
に
感
ぜ
り
又
向
洞
爺
光
橋
旅
籠
屋
に
着
し
夜
は
早
く

よ
り
褥
に
就
く
今
日
は
実
に
疲
労
せ
し
他
大
に
感
ず
る
所
あ
り
し

九
月
一
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
起
褥
其
よ
り
光
橋
某
氏
と
暫
時
談
話
し
喫
飯
八
時

頃
向
洞
爺
を
発
し
静
か
に
馬
を
奔
ら
せ
て
午
后
六
時
北
海
孤
児
院
に
着
す

夜
は
早
く
よ
り
褥
に
就
く
今
日
三
日
月
村
沢
見
泰
君
よ
り
の
書
翰
着
せ
り

又
札
幌
菅
田
勇
太
郎
君
へ
の
書
翰
を
差
出
せ
り

九
月
二
日
（
金
曜
）
午
前
六
時
起
褥
昨
夜
は
滋
養
香
竄
葡
萄
酒
二
十
瓦
程
を
飲
み

し
に
大
に
身
体
に
快
果
を
感
じ
苦
痛
を
減
じ
咳
嗽
咯
痰
を
減
ぜ
し
午
前
は

齋
藤
鉄
三
郎
氏
来
ら
れ
開
墾
上
の
談
話
を
な
せ
り
又
齋
藤
良
知
君
小
山
内

虔
君
来
ら
れ
談
話
せ
り
又
龍
野
藩
士
大
谷
発
君
に
書
翰
を
発
し
明
日
午
前
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八
時
頃
面
会
の
約
束
を
な
せ
り
又
暁
星
園
本
郷
定
次
郎
君
又
東
北
学
院
押

川
方
義
君
又
仙
台
孤
児
院
松
田
順
平
氏
へ
の
書
翰
を
認
め
又
大
須
賀
亮
一
、

藤
井
米
八
郎
、
河マ
マ

合
信
水
、
小
澤
き
く
、
博
愛
社
、
岡
山
孤
児
院
の
五
通

の
端
書
、
巌
本
善
治
兄
へ
の
電
報
を
認
め
差
出
せ
り

九
月
三
日
（
土
曜
）
午
前
六
時
起
褥
其
よ
り
聖
書
祈
祷
又
書
見
を
な
し
十
時
頃
大

谷
発
氏
来
訪
せ
ら
れ
故
郷
水
害
の
事
又
北
海
道
移
住
の
事
に
つ
き
談
話
せ

り
同
氏
は
二
十
年
以
来
北
海
道
に
住
居
せ
ら
れ
北
海
道
の
事
情
に
は
甚
だ

明
る
き
様
な
り
午
后
は
疲
労
の
余
休
眠
せ
り
夜
は
暫
ら
く
談
話
し
早
く
よ

り
就
褥

四
日
（
日
曜
）
午
前
六
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
田
村
顕
元
君
の
宅
に
参
り

同
君
と
共
に
二
時
間
余
社
会
改
良
の
主
義
孤
児
教
育
の
主
義
等
を
話
し
た

り
其
よ
り
会
堂
に
集
ま
り
説
教
を
聞
き
午
后
再
た
び
田
村
氏
の
宅
に
行
き

大
谷
発
氏
と
談
話
し
四
時
頃
帰
院
せ
り
夜
は
鈴
木
ハ
ル
姉
に
忠
告
し
又
愛

兄
等
に
二
宮
尊
徳
氏
の
伝
を
話
せ
り
九
時
過
褥
に
就
く

五
日
（
月
曜
）
午
前
七
時
起
褥
午
前
中
は
書
見
を
な
し
又
北
海
道
の
事
を
研
究
せ

り
午
后
は
林
竹
太
郎
兄
と
北
海
孤
児
院
の
将
来
に
付
き
又
五
百
町
の
大
地

続
開
拓
困
難
の
事
に
就
き
話
せ
り
夜
は
其
事
に
付
き
神
に
祈
り
熟
考
せ
り

六
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
起
褥
す
る
や
東
京
心
友
巌
本
善
治
兄
よ
り
電
報
為
替
来

る
直
に
林
兄
の
尽
力
に
て
受
取
り
た
り
午
前
は
尚
北
海
孤
児
院
開
拓
の
事

に
就
き
主
に
祈
り
て
熟
考
せ
り
兎
も
角
も
小
さ
く
手
堅
く
確
実
に
主
の
栄

を
顕
す
様
に
す
る
事
は
主
の
聖
旨
に
協
ふ
事
を
悟
り
林
兄
に
之
を
告
げ
幸

ひ
齋
藤
良
知
氏
来
訪
せ
ら
れ
之
に
話
し
二
時
半
別
を
別マ
マ

げ
て
西
紋
鼈
船
場

迠
馬
車
に
て
送
ら
れ
三
時
頃
膽
振
丸
に
乗
込
め
り
、
四
時
頃
汽
笛
一
声
西

紋
鼈
を
発
し
六
時
頃
室
蘭
に
着
す
是
に
於
て
晩
餐
を
喫
し
八
時
該
港
を
発

せ
り
余
は
遂
に
睡
眠
に
就
け
り
是
の
日
陸
軍
屯
田
兵
会
計
係
佐
野
某
に
面

会
し
屯
田
兵
へ
の
事
情
を
委
し
く
聞
け
り
又
函
館
マ
ッ
チ
軸
製
造
家
某
の

話
し
を
聞
け
り
大
に
益
を
得
た
り

七
日
（
水
曜
）
本
日
午
前
七
時
頃
函
館
に
着
し

旅
籠
屋
に
投
宿
す
喫
飯
午
前
中

は
休
眠
せ
り
午
后
は
後
志
国
に
居
ら
る
ゝ
志
方
之
善
君
へ
の
書
翰
及
九
州

杉
原
廣
井
両
姉
へ
の
端
書
を
認
め
差
出
せ
り
又
齋
藤
壬
生
雄
君
を
訪
ね
北

海
孤
児
院
の
事
に
就
き
談
話
せ
り
其
よ
り
帰
宿
午
后
八
時
頃
青
森
行
の
汽

船
青
龍
丸
に
乗
り
込
め
り
節
倹
の
為
最
下
層
（
五
十
銭
）
に
乗
り
し
に
遂

に
蒸
し
暑
く
し
て
耐
へ
難
か
り
し

八
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
頃
青
森
に
着
し
中
島
屋
に
投
宿
せ
り
朝
飯
を
喫
し
暫
時

休
息
午
前
十
時
四
十
分
発
の
東
京
行
の
汽
車
に
乗
込
め
り
汽
車
中
に
て
休

眠
し
又
書
見
し
て
遂
に
夜
に
至
る

九
日
（
金
曜
）
午
后
一
時
頃
遂
に
東
京
に
着
せ
り
其
よ
り
女
学
雑
誌
社
に
行
き
暫

時
休
眠
湯
谷
瑳
一
郎
君
の
来
訪
あ
り
夜
は
藤
井
河マ
マ

合
の
両
氏
と
談
話
せ
り

十
日
（
土
曜
）
午
前
は
聖
書
祈
祷
喫
飯
博
愛
社
震
災
孤
児
院
北
海
孤
児
院
阪
本
泰

蔵
氏
へ
の
端
書
を
認
め
差
出
せ
り
其
よ
り
神
田
三
崎
町
杉
山
重
義
氏
を
訪

ね
て
談
話
せ
り
其
よ
り
祈
祷
の
為
に
上
野
に
行
き
し
雨
の
為
に
妨
げ
ら
れ

上
野
ミ
シ
ヨ
ン
二
階
を
借
用
し
て
祈
祷
せ
り
感
ず
る
所
あ
り
て
林
兄
へ
端

書
を
認
め
て
差
出
す
夜
は
藤
井
兄
と
将
来
の
事
を
談
ぜ
り

十
一
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
九
時
頃
よ
り
番
町
教
会
に
集
ま

る
原
田
助
兄
の
説
教
を
聞
け
り
又
午
前
十
一
時
よ
り
午
后
二
時
迠
阪
本
泰

蔵
君
と
談
話
せ
り
午
后
三
時
田
中
三
郎
兄
を
訪
ぬ
晩
景
迠
談
話
せ
り
夜
は

巌
本
善
治
と
北
海
孤
児
院
の
事
岡
山
孤
児
院
の
事
博
愛
社
将
来
の
方
針
を

談
話
せ
り
又
伝
道
上
教
育
上
の
談
話
を
も
な
せ
り

十
二
日
（
月
曜
）
午
前
六
時
起
褥
其
よ
り
喫
飯
今
日
午
前
中
は
二
宮
尊
徳
先
生
の

言
行
録
即
ち
報
徳
記
を
読
み
大
に
益
す
る
所
あ
り
し
午
后
も
亦
然
り
今
日

は
積
日
の
疲
労
に
て
十
分
に
休
眠
せ
り
夜
は
十
二
時
頃
迠
書
見
を
な
せ
し

十
三
日
（
火
曜
）
今
日
午
前
六
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
八
時
頃
よ
り
原
田
助
君
を

訪
ね
談
話
せ
し
大
に
愉
快
を
感
ぜ
し
今
日
は
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
小
伝
を
読

み
て
大
に
学
ぶ
所
あ
り
し
又
二
宮
尊
徳
先
生
の
伝
を
研
究
せ
り
今
日
は
風
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暴
く
吹
き
外
出
す
る
事
出
来
ざ
り
し

十
四
日
（
水
曜
）
今
日
午
前
六
時
起
褥
聖
書
祈
祷
喫
飯
八
時
よ
り
原
田
助
君
を
訪

ね
て
書
籍
を
返
却
し
其
よ
り
植
村
正
久
君
を
訪
ね
て
孤
児
教
育
上
及
び
北

海
孤
児
院
の
将
来
に
付
談
話
せ
り
又
同
君
よ
り
ブ
ー
ス
氏
の
英
国
の
暗
黒

と
云
ふ
書
籍
及
び
バ
ー
ナ
ー
ド
孤
児
院
に
関
す
る
書
籍
を
寄
付
せ
ら
る
其

よ
り
丹
羽
清
次
郎
君
を
訪
ね
し
も
不
在
其
れ
よ
り
湯
谷
瑳
一
郎
君
を
訪
ね

て
将
来
の
事
及
び
伝
道
上
の
事
教
育
上
に
事
を
談
話
せ
り
同
氏
方
に
て
昼

飯
を
喫
し
其
よ
り
築
地
小
沢
氏
宅
に
至
る
午
后
五
時
頃
迠
談
話
し
又
石
川

政
則
君
を
訪
ね
又
小
沢
氏
宅
に
帰
り
岩
瑳
君
に
面
会
し
又
大
須
賀
君
と
同

車
に
て
女
学
雑
誌
社
に
帰
り
つ
ゝ
談
話
す
又
巌
本
兄
と
暫
ら
く
談
話
し
其

よ
り
書
籍
を
買
ふ
為
に
本
郷
に
至
る
午
后
十
時
よ
り
藤
井
米
八
郎
君
及
び

河マ
マ

合
信
水
君
と
共
に
談
話
せ
り
又
巌
本
君
を
共
に
別
れ
の
祈
祷
を
な
せ
り

十
五
日
（
木
曜
）
午
前
四
時
起
褥
準
備
を
な
し
五
時
女
学
雑
誌
社
を
発
し
新
橋
に

行
き
小
沢
氏
齋
藤
氏
見
送
ら
る
汽
車
中
に
て
多
く
睡
眠
せ
り
遠
州
浜
松
辺

は
暴
風
雨
に
て
人
家
大
に
破
壊
す
る
を
見
た
り
午
后
七
時
震
災
孤
児
院
に

着
せ
り
愛
兄
等
に
面
会
し
役
員
方
と
談
話
せ
り

十
六
日
（
金
曜
）
午
前
六
時
起
褥
喫
飯
を
な
し
午
前
中
は
森
君
加
藤
君
丹
羽
君
等

と
談
話
し
又
午
后
は
書
見
を
な
し
且
つ
祈
り
夜
は
孤
児
等
に
北
海
道
の
産

物
を
見
せ
談
話
を
な
せ
り
又
明
日
出
発
の
準
備
を
な
せ
り

十
七
日
（
土
曜
）
午
前
四
時
起
褥
喫
飯
人
力
車
を
雇
ひ
名
古
屋
停
車
場
に
行
き
五

時
四
十
六
分
発
の
汽
車
に
乗
り
込
め
り
午
后
五
時
過
ぎ
那
波
駅
に
着
す
其

よ
り
人
力
車
を
雇
ふ
て
鶴
亀
村
に
行
き
木
村
氏
宅
に
荷
物
を
預
け
歩
行
し

て
西
後
明
村
坂
下
に
至
り
し
に
疲
労
し
て
進
む
能
は
ず
即
ち
人
を
雇
ふ
て

博
愛
社
に
報
ず
直
ち
に
籠
を
以
て
迎
ひ
に
来
ら
る
十
時
頃
博
愛
社
に
着
す

十
二
時
頃
迠
談
話
せ
り
無
事
に
博
愛
社
に
帰
り
し
事
を
主
に
感
謝
す
ア
ー

メ
ン
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